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勇敢な纏振り

深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日で合併20周年を迎えます。
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深
浦
町
消
防
団
出
初
式

深
浦
町
消
防
団
出
初
式

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
活
動
に
尽

力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
11
日
、
町
民
体

育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
沢
町
長
が
観
閲
す
る
中
、
約
1
8
0
人
の
団
員
は
人
員
服

装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及
び
分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

消
防
団
と
し
て
の
自
覚
と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
錬
磨
に

よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
士
気
盛
ん
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
長
年
消

防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
団
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

白
川
信
治
消
防
団
長
が
「
地
元
の
人
々
か
ら
大
き
な
信
頼
を
勝

ち
得
る
べ
く
、
よ
り
一
層
技
術
の
錬
磨
に
励
も
う
」
と
訓
示
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章
し
、
今
回
、
町
長
表
彰
を
受
章
し
た
第
１
分
団
部
長
の
佐

藤
憲
夫
さ
ん
が
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

近
年
全
国
で
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
の

重
要
性
が
高
ま
る
中
、
団
員
は
『
災
害
の
な
い
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章
し
た
者

　

分
団
長　

第
10
分
団　
　

小
野　

祐
尚

　

分
団
長　

第
23
分
団　
　

熊
谷　

義
博

　

副
分
団
長　

第
11
分
団　
　

古
川　

政
信

　

部　
　

長　

第
1
分
団　
　

佐
藤　

憲
夫

　

部　
　

長　

第
5
分
団　
　

小
沢　

義
栄

　

部　
　

長　

第
8
分
団　
　

福
沢　

弘
治

　

部　
　

長　

第
23
分
団　
　

奥
村　

秀
樹

　

班　
　

長　

第
3
分
団　
　

工
藤　

文
則

　

班　
　

長　

第
6
分
団　
　

西
﨑　

広
幸

　

班　
　

長　

第
7
分
団　
　

島
元　

孝
久

　

班　
　

長　

第
17
分
団　
　

伊
藤　

智
之

　

班　
　

長　

第
20
分
団　
　

増
冨　

勇
人

　

班　
　

長　

第
22
分
団　
　

藤
田　
　

剛

　

班　
　

長　

第
23
分
団　
　

熊
谷　

一
夫

　

団　
　

員　

団
本
部　
　

盛　

ま
ゆ
み

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上
の
者

　

分
団
長　

第
16
分
団　
　

伊
東　

健
治

　

分
団
長　

第
22
分
団　
　

吉
田　

康
治

　

班　
　

長　

第
1
分
団　
　

浦
谷　
　

睦

　

班　
　

長　

第
1
分
団　
　

太
田　
　

透

　

班　
　

長　

第
９
分
団　
　

阪
﨑　
　

睦

　

班　
　

長　

第
17
分
団　
　

堀
内　

吉
知

　

班　
　

長　

第
22
分
団　
　

藤
田　
　

剛

　
優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上
の
者

　

部　
　

長　

第
21
分
団　
　

田
口　

利
彰

　

班　
　

長　

第
10
分
団　
　

山
下　

祐
樹

　

班　
　

長　

第
11
分
団　
　

三
浦　
　

柊

　

班　
　

長　

第
16
分
団　
　

岩
谷　

盛
弘

　

班　
　

長　

第
16
分
団　
　

藤
田　

和
人

　

班　
　

長　

第
17
分
団　
　

堀
内　

吉
知

　

団　
　

員　

団
本
部　
　

大
沢　

恵
美

　

団　
　

員　

第
１
分
団　
　

山
谷
大
治
郎

　

団　
　

員　

第
３
分
団　
　

髙
田　

貴
弘

　

団　
　

員　

第
４
分
団　
　

木
村　

寿
志

　

団　
　

員　

第
５
分
団　
　

宮
本　

康
佑

　

団　
　

員　

第
７
分
団　
　

田
畑　

浩
二

　

団　
　

員　

第
9
分
団　
　

坂
﨑　

真
弥

　

団　
　

員　

第
11
分
団　
　

長
谷
川
恵
汰

　

団　
　

員　

第
13
分
団　
　

岩
谷　
　

楽

　

団　
　

員　

第
18
分
団　
　

山
根　

寿
文

　

団　
　

員　

第
22
分
団　
　

七
戸　

佳
生

内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
分
団
長
以
上
の
者
と

そ
の
妻

　

分
団
長　

団
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

会
津　

国
昭
・
と
も
子

　

分
団
長　

第
１
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
井　

育
男
・
由　

香

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

　

第
12
分
団
（
関
）

一
般
協
力
者
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
令
和
６
年
10
月
13
日
（
日
）
に
横
磯
地
区

で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
際
し
発
見
、

い
ち
早
く
現
場
へ
駆
け
つ
け
初
期
消
火

等
の
協
力
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
。

　

佐
藤　

松
雄
（
横
磯
）

　

佐
藤　
　

誠
（
４
区
）

最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　

深
浦
町
消
防
団　

第
１
中
隊
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
創
造
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中

学
校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
６
０
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
深
浦
町
美
術

館
で
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
期
間
中
の
町
民
の
入
館
料
は
無
料
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
表
現
力
豊
か
な
作
品
を

じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

芹
田　

遥
斗（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞 

藤
田　

泰
史（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

川
村　

紬
樹（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

七
戸　

叶
依（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

山
本　

優
士（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

川
添　

楓
果（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入　
　

選 

山
根
梨
桜
菜（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞 
兼
平　

里
空（
修
道
小
学
校
）

優
秀
賞 
山
﨑　

譲
希（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

長
坂　

優
徳（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

虻
川　

彩
桜（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

舛
谷　

六
花（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

山
本　

蘭
（々
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

松
岡　
　

紬（
修
道
小
学
校
）

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

今　
　

天
磨（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞 

中
村　

心
優（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入　
　

選 

齊
藤　

優
衣（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

櫻
庭　

悠
真（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

福
澤　

歓
大（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

川
村　
　

昊（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入　
　

選 

川
口　

結
夢（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

●
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

紀
本　

湊
太（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞 

島
川　

保
喜（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

熊
谷　

凜
音（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

鈴
木　

麗
叶（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

山
﨑　

望
結（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

小
島
星
彩
七（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

島　
　

優
衣（
修
道
小
学
校
）

●
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

原
田
陽
日
樹（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞 

岩
本　

莉
愛（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入　
　

選 

岩
谷　

脩
流（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

藤
田　

浩
惟（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

長
谷
川
総
汰（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

阿
部
福
乃
介（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

秋
穂　

陽
哉（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

●
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

熊
谷　

耀
太（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞 

熊
谷　

結
光（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

海
浦　

和
希（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

三
浦　

慶
也（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

櫻
井　

琶
子（
深
浦
小
学
校
）

入　
　

選 

田
附　

樹
奈（
修
道
小
学
校
）

入　
　

選 

中
村
愛
優
琉（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

村
山　

優
奈（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞 

黒
滝　

星
和（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

藤
田　

爽
介（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

佐
藤　

奈
実（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

工
藤　

至
流（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入　
　

選 

舛
谷　

吏
都（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入　
　

選 

山
下　

海
優（
大
戸
瀬
中
学
校
）

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

佐
藤　

昂
誠（
大
戸
瀬
中
学
校
）

優
秀
賞 

山
田　

悠
貴（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

斉
藤　

和
希（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

浦
谷　

夏
凛（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

鶴
田　

日
菜（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

西
沢　

愛
月（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

長
谷
川
星
花（
大
戸
瀬
中
学
校
）

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

大
船　

光
琉（
大
戸
瀬
中
学
校
）

優
秀
賞 

古
川　

月
渚（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入　
　

選 

五
十
嵐
唯
斗（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

沖
見　

宗
祐（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

齊
藤　

夢
翔（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

鹿
内
あ
か
ね（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

竹
内　

花
菜（
深
浦
中
学
校
）

第
16
回
﹁
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
�
ル
﹂

第
16
回
﹁
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
�
ル
﹂
入
賞
者
を

　
紹
介
し
ま
す

入
賞
者
を

　
紹
介
し
ま
す

小
学
2
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

兼
平　

里
空（
修
道
小
学
校
）

　
「
う
み
に　

も
ぐ
って
ピ
ー
ス
」

小
学
3
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

今　
　

天
磨（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　
「
富
士
山　
＆　

新
幹
線
」

小
学
1
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

芹
田　

遥
斗（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　
「
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
森
」
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中
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

蝦
名　

煌
大（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞 

佐
藤　

美
麗（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

児
玉　

吉
優（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

堀
内　
　

蓮（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

石
沢　

桃
音（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

日
沼　

舞
矢（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

吉
田　

圭
希（
深
浦
中
学
校
）

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

小
山
内
優
里（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞 

西
﨑　
　

陽（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

岩
本　

結
愛（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

三
浦　

優
亜（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

吉
田　

千
鶴（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

木
村　

春
翔（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入　
　

選 

田
中　

渉
夢（
大
戸
瀬
中
学
校
）

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞 

吉
田　

百
花（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞 

岸
本　

菜
月（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

黒
滝　

星
和（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

今　
　

明
梨（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

西
﨑
実
千
友（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

西
沢　

心
結（
深
浦
中
学
校
）

入　
　

選 

藤
原
く
る
み（
深
浦
中
学
校
）

中
学
３
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

吉
田　

百
花（
深
浦
中
学
校
）

　
「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

小
学
5
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

原
田
陽
日
樹（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　
「
小
鳥
の　

さ
え
ず
り
」

小
学
6
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

熊
谷　

耀
太（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

「
ミ
シ
ン　

難
し
い
な
」

小
学
4
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

紀
本　

湊
太（
深
浦
小
学
校
）

　
「
メ
ダ
カ
の
朝
食
」

中
学
１
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

蝦
名　

煌
大（
深
浦
中
学
校
）

　
「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

中
学
２
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

小
山
内
優
里（
深
浦
中
学
校
）

　
「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」
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深浦町総合戦略課　企画調整係
　　　電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

　深浦町公民館では、ズンバインストラクターの若松
洋子氏を講師にお迎えして、ズンバ（Zumba）体験教室を開催しま
した。
　ズンバ（Zumba）とは、ラテン系の音楽とダンスを組み合わせた
ダンスフィットネスエクササイズです。
　この日の体験教室には、23名の方々が参加され、若松先生のリー
ドで無理なく楽しく体を動かし、気持ちの良い汗を流していました。
　好評により、３月に２回目の体験教室、来年度は公民館教室として
引き続き開催予定です。
　皆さんの多数の参加をお待ちしております。　　　

　総合型地域スポーツクラブ「Ｊｏｙ Ｓｐｏ！ふかうら」主催の
サッカー教室が、北金ヶ沢総合防災センターで開催されまし
た。教室には、町内だけでなく、鰺ヶ沢町や弘前市など他の市
町村の子どもたちも参加し、１７人が集まりました。
　東北社会人サッカーリーグ１部で活躍するブランデュー弘前
FCからは、姜（カン）コーチと選手３名が訪れ、ボールを扱う
練習方法などを指導。ドリブルなどの基礎的な動きを教わっ
た後、ミニゲームを行い、迫力あるシュートを放つなど懸命に
取り組みました。

「ズンバ（Zumba）体験教室」を
開催しました！ 12／

20

ブランデュー弘前FC
サッカー教室inふかうら

１／
11
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民生児童委員が交代しました（東野地区、正久地区）

早生樹等モデル林植樹イベント開催！

担当地区　東野

竹越 久男さん 泉谷 恵子さん

　民生委員児童委員の交代がありましたのでお知らせします。
　生活上の問題、高齢者、障がい者、児童問題などで相談ごと
をお持ちの方は、お近くの民生委員児童委員もしくは主任児童
委員にご相談ください。

　令和６年11月５日、西北地域県民局地域農林水産部主催による「早生樹
等モデル林植樹イベント」が広戸地区の町有林内で開催されました。この
イベントは松くい虫対策の一環として、ユリノキなどの早生樹への樹種転
換に対する地域住民の理解を深めることを目的としています。植樹面積は
0.58haで、ユリノキ・コウヨウザン・オノエヤナギ・イチョウ・カラマツ・無花
粉スギの６樹種の苗木を植樹しました。
　イベントには深浦小学校３～４年生の児童が参加しました。西北地域県民局林業振興課の担当者から森
林の役割や植樹方法について説明を受けた後、児童は二人一組であらかじめ掘られた植穴に高さ約１mの

ユリノキの苗木110本を植えました。
　イベントに参加した児童からは、「森の役割を
知ることができて良い体験になった」、「ユリノキ
を植えるのが思っていたよりも簡単で、何本も植
えることができて楽しかった」などの声が上がり、
森林の役割を知るとともに、林業への関心も深
まった様子でした。

前任者　工藤　幹雄 さん

後任者　竹越　久男 さん

担当地区　正久

前任者　原田　真希子 さん

後任者　泉谷　恵子 さん

 くどう　      みきお

たけこし　　ひさ  お

はらた　      ま　き　こ

いずみや　　けい こ
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地域包括支援センターです！！

深浦町地域包括支援センター

でんわ　0173-74-4421

ところ　広戸家野上104-1
Vol.12

おじゃまし
ます！

作業療法士が伝える、簡単にできる介護予防⑧
　元気に冬を乗り切っていますか？(^^)/作業療法士の桑田有佳子です。
　一昨年から、効果的な運動・認知症予防・生活動作の工夫などお伝えしてきまし
たが、今回で最終回になります。できるだけ多くの方にお伝えしたくて、簡単でわか
りやすい内容に努めてきましたが、少しでも皆さんのお役に立てていたら嬉しいです。
最後は、字が多いですが一番大事な「健康長寿」について、皆さんに読んで頂きたい
です。

人生100年時代！長～～い老後、どう生きたいですか？
　100歳の双子「きんさん・ぎんさん」を覚えていますか？きんさんは107歳、ぎんさんは108歳で生涯の幕を
閉じましたが、100歳から体力づくりを始めたそうですよ。リハビリを始めるのに、遅いということはないの
です。夢がありますね。
　当時（平成4年頃）、全国の100歳以上は約4,000人でしたが、2024年9月のデータでは過去最高を更新
し、95,119人に！そして現役で仕事し続けている方は約400人も！驚きですね。
「もしかしたら自分も100歳まで生きるかもしれない」そう考えた時、どう生きたいですか？
「いつまでも元気に暮らしたい、好きなことを続けたい」そう思うはずです。でも、そのためには、ある程度
健康でいなければいけないし、体力・筋力を保つことが必要になってきますね・・・。ところが、

健康長寿に一番大事なことは、「つながりをもつこと」だった！
　世界中の研究者が大注目しているのは「人とのつながり」に秘められたパワー。誰かとつながりをもつ時
に、人体は「老化炎症を抑えられる」ことがわかりました。元気で長生きできる体が作られるのです。
　現代は、単身世帯が多くなり「社会的つながりの希薄さ」が問題となっていますが、「つながりが減る」と、
出かけなくなる、会話しなくなる、などフレイル(筋力の衰えや、うつ傾向など)の悪循環が始まります。

趣味の集まりなど「集う場があること」が大事！
　出かけることによって体を動かすことに
なり、人と会って会話し、仲間と交流を楽
しむ、それを継続することで心も体も様々
な効果が生まれます。
　健康長寿のため
には、運動だけじゃ
なく生きがいを見つ
けて、人と会って体
を動かし、楽しみま
しょう(^^)/

あなたの生
きがい

は何ですか
？
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深浦診療所つうしん No.60

「偶発性低体温症のお話です」

　深浦町の皆様、一番寒い時期ですね。大阪から来た私には寒さがきびしいです。今年は例年より雪が多
いと聞きます。地元の皆様は寒さや雪への対応に慣れていると思いますが、偶発性低体温症に陥ることも
あり得るため、その予防についてお話をいたします。
　偶発性低体温症とは、事故や不慮の事態で意図せずに深部体温が35℃未満になることと定義されてい
ます。深部体温というのは脳や内臓など体の内部の温度で、わきの下で測定する表面体温（皮膚温）より約
1℃高く、正常では37℃またはそれに近い温度に維持されています。寒い環境において、深部体温が低下す
ることは生命に関わる緊急事態で、深部体温低下に応じて次のような状態がみられます。
【深部体温別にみられる状態】

　特に高齢者は筋肉量の減少、食事摂取量や運動量の減少などにより熱の産生能力が低下しているのに加
え、気温の変化を感じにくいため低体温に陥りやすく、家の中でも発生します。体温を喪失しないよう予防
することが大切ですので、個人の心構えについてお示しします。

１） 暖かい環境を整える
低体温症の70％以上が屋内で発生しています。自宅で高齢者に多いタイプです。室温18℃、湿度
40～60%を目安にこまめに暖房器具の温度を調整しましょう。

２） 温かい食べ物や飲み物を摂取する
筋肉の成分になるたんぱく質が多い食事をとり、こまめに水分を摂取して脱水を防ぐ。
アルコールは体を冷やしてしまうので控えましょう。判断能力も低下させてしまいます。

３） 適度な運動で体温調節能力を高める
水分をとりながら汗をかく程度の運動を１日15分くらい、ただし無理がないように。

４） 十分に睡眠をとる
規則正しい生活を心がけ、十分な睡眠でしっかり休養しましょう。
しかし、本人の注意だけでは限界があり、ご家族をはじめとする周りの支えが大切です。
皮膚温低下、ふるえ、呼びかけに対して反応が鈍くなるなどの体調の異変に早く気付けるよ
う、こまめに連絡を取り合いましょう。

　最後に、寒さが厳しいこの時期には特に注意が必要です。偶発性低体温症は予防可能な病
気ですので、皆様一人ひとりが意識して行動することで、自分自身や周囲の方々を守ることが
できます。寒さ対策をしっかり行い、安全で健康な冬を過ごしましょう。

深浦診療所　医師 加 藤 　 昇

西 北 五 税 務 関 係 団 体 協 議 会

この社会あなたの税がいきている

申告所得税及び復興特別所得税の申告・納付の期限は３月17日（月）、個人

事業者の消費税及び地方消費税の確定申告の申告・納付の期限は３月31日

（月）です！ 事務局（五所川原商工会議所内） 0173-35-2121（寺山）

西北五税務関係団体協議会は、税知識の正しい理解と普及、納税道義の

高揚を目的として、下記の団体で構成されています。

・五所川原商工会議所 ・五所川原税務署管内 ・五彰会

・西･つがる商工会連絡協議会 青色申告会連合会 ・北五小売酒販組合

・北五地域商工会ブロック会 ・公益社団法人五所川原法人会 ・鯵ヶ沢小売酒販組合

・東北税理士会五所川原支部 ・五所川原間税会 ・五所川原税務署管内

農業青色申告会連合会

 深部体温
32～35℃
28～32℃
28℃以下

 状　態
筋肉の小刻みな収縮（ふるえ）がみられる。
ふるえは止まるが、意識障害により判断力が低下。錯乱状態となることもある。
意識消失。心停止を来しうる危険な状態。
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9：00～11：30

３：00～５：30

前
午

後
午

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00
　
4：30

～

1：00
　
2：30

～

10：00
　

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

深浦町公民館出前講座で体験学習！
　深浦町公民館では青少年を対象に、学習や体験することによって普段の生活や身の回りの出来事に関心を持ち、
仲間意識や自ら考え行動することを目的に講座を開催しています。
　今回は冬休みを利用して、12月25日（水）放課後児童クラブレッツ北教室（修道小学校）４～６年生を対象に町農
村環境改善センターで、１月９日（木）放課後児童クラブレッツ南教室（いわさき小学校）３～６年生を対象にふれあ
いと創造の館で環境学習「地球温暖化ってなに？」、食育講座「お菓子をつくって食べよう！」を体験しました。

講師：あおもりアースレンジャー　世　永　恵美子　氏
※青森県地球温暖化防止活動推進員として、地球温暖化の現状及び地球温
暖化防止対策の重要性について住民の理解を深める活動をしています。

共催：NPO法人　青森県環境パートナーシップセンター（担当：工藤真琴　氏）
　初めに講師から紙芝居を使って地球温暖化についての説明があり、温暖
化の最大の原因は、石油や石炭など化石燃料の燃焼などによって排出され
る二酸化炭素だと言われており、対策の一つとして私たちがすぐにできる活
動は、きちんとごみを分別し、資源ごみをリサイクルするなど、燃やせるごみ
を少なくし二酸化炭素を減らすのが大切だと学び、町のごみ分別をみんなで
再確認しました。
　最後に、天ぷらなどで使用した食用廃油を再利用し、自分好みの色と香
りの素敵なエコキャンドルをつくりました。
　参加者からは、「自分達にもできる活動がいっぱいあると分かりました。
これからも何が環境にいいか調べて実行したいです」「商品にはいろんな環
境マークがあると知りました」「ごみの分別はいつもお母さんがやっている
ので、私もやってみたいです」など、‘私たちにできることをやってみよう！’を
合言葉に環境学習を終了しました。

【環境学習】

講師：ふかうら達人倶楽部　大　川　　雅　氏
（プロフィール：調理師免許取得、NPO　日本食育インストラクター他）
※町民講師「ふかうら達人倶楽部」は、豊富な知識や技能を生かし、町民の学
習のお手伝いをします。

　普段食べているお菓子はどんなお菓子？　自分でお菓子を作って食べよう！
　作り方を覚え、家族みんなに食べてもらい、みんなを笑顔にしよう！とお菓子
作りに挑戦しました。
　結婚式場でパティシエ経験のある講師の大川さんが、小学生にも簡単に作
れるお菓子２種類ずつレシピを考案し、レッツ北教室では「ブッセ」「ミニマド
レーヌ」、レッツ南教室では「ドーナツ」「松ぼっくりチョコ」のお菓子作りにチャ
レンジしました。
※参加児童の学年と会場の調理器具によってレシピを考案しています。
　「ミニマドレーヌ」では、愛情いっぱいの生地がふっくら美味しい黄金色に焼
き上がり、また、「松ぼっくりチョコ」では、松ぼっくりそっくりの美味しいお菓子
ができました。試食では、「予想以上の美味しさにみんなが笑顔に！」「今度はレ
シピを見ながら家で作って、みんなを笑顔にしよう！」と大盛況でした。
【お菓子づくりレシピ】
　レッツ中央、北、南教室で実施したお菓子づくりのレシピを町ホームページ
に掲載しました。どれも簡単に作れますので、ご家庭で話題づくりとして楽し
んでみてはいかがですか！

【食育講座】

町のごみの分別を学習（南教室）
「私も家で分別やってみよう！」

エコキャンドルづくり体験（北教室）
「自分好みのキャンドルができた！」

「美味しくな～れ♡♡キュン」（北教室）

美味しい松ぼっくり！（南教室）
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………………… 加入団体を紹介します …………………

〇教室開始時期及び生徒数（３教室）　　
岩緑教室（岩崎地区）　　平成１９年４月開始　　１４名
深緑教室（深浦地区）　　平成２１年４月開始　　２７名
北金教室（大戸瀬地区）　令和元年４月開始　 　 １９名

〇教室内容
岩緑教室　毎週水曜日　１５：００～２０：００　岩崎支所
深緑教室　毎週月曜日　１５：００～２１：００　公民館
北金教室　毎週火曜日　１５：００～２１：００　大戸瀬支所
　例月の作品の他、各大会・展示会にも出品しています。町文
化祭では各会場に展示していますので、その際はぜひご覧くだ
さい。

〇教室のモットー
　書道の好きな幼児から入会を受け付けており、高齢者まで
いろんな世代の交流も楽しみです。中には親子やおばあちゃん
がお孫さんと一緒に書道に励んでいます。多分、一番賑やかな
（うるさい！）習字教室だと思います。
　どの教室も元気が良い子が多く、たまに脱線気味の時もあ
りますが、教室では友達と一緒に楽しく過ごせるようにしてい
ます。でもやっぱり書く時は真剣に！！
　生徒さんには「失敗はしていい。心配するな！」を合言葉にこ
れからも楽しくやっていきたいと思います。

☆日本書道協会　深緑支部（中村麻子支部長）

上手く書けました！（深緑教室）

文化祭作品展に力作出品（公民館）

□問合せ先　深浦町文化協会事務局（深浦町公民館内）　TEL　74－2031

深浦町文化協会活動中！

社会福祉法人治省会は、子どもたちの限りない可能性を信じ、
子どもたちが「夢を描くための画材（Drawing materials）」となります
英語教室も毎週火曜日16時15分から開催しており、参加者も募集中です！
参考書籍　
「音読革命」「奇跡の百人一首」「国語に強くなる音読ドリル（卒園児平均IQ120）」

こどもの素読・音読教室を開催します
ので参加者を募集します！（無料）
今回は百人一首の暗唱を目指します。
高速で音読することで眠っていた脳の回路がひらき、潜在能力
が開花するといわれています。集中力と忍耐力と記憶力を養い、
教養と理知と創造性を高めるメソッドです
対象者　小学生・中学生　　　場　所　特別養護老人ホーム桃の木
日　時　不定期　４５分ほど　連絡先　ＴＥＬ　0173-84-1630

☆それぞれの教室で・・・

　25日はクリスマスの日。生きがい活動に参加のお年寄りにミニサ
ンタさん（６年生代表）が食育講座で作ったお菓子をプレゼント。お
礼に「ふるさと」を歌ってくれました。
（会場：大戸瀬支所　生きがい活動）

【ミニサンタさんが登場】（北教室）

　ごみの資源活用（リサイクル）として、牛乳パックと紙ストローを
使って、‘タケコプター’ならぬ‘パックコプター’を作り、誰が一番飛ば
せるかで大盛り上がり！（講師：工藤真琴氏）

【パックコプターづくり】（南教室）
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◆対　　象　令和７年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子どもの写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子どもの写真1枚に、①子どもの氏名（ふりがな）、②生年月日、③

性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号、⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記
入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は２月26日です。

元気
こんなに

です!

３月生まれのお子さんの写真を
募集します！ TEL 74-2122

E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
総合戦略課問合せ先

●メールの場合：件名「わぁんどのひろば」と入力し、本
文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してく
ださい。
　メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
●郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、
ペンネームを記入したものを添えてください。
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人

（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者
（作品の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載につ
いて、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用し
ません。

読者投稿
掲載ページ わぁんどのひろば 掲載写真募集中掲載写真募集中掲載写真募集中

留
意
事
項

応
募
方
法

　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作日常の風景や１コマなど、思い思いの写真
を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

33

　令和4年2月29日。みぞれ交じり
の雪と大荒れの海、深浦町役場2
階、中会議室にて面接を受け採用い
ただき、協力隊としての新しい生活
がスタートしました。飲食業しか知
らない私には何もかもが初めて。ま
して、役場職員として働くなんて考
えたこともありませんでした。今か
ら約3年前のことです。任期も残り
僅か、今号はこれまでの振り返りと
なりますが、紙面でのご報告では全
て伝えきれませんので、ぜひ、来月３
月１日、役場・文化ホールにて開催の
報告会まで足を運んでいただけたら
と思います。と、ちゃっかり宣伝して
おきます(笑)
　４月12日に着任してから9月ま
で、空き家問題の検討。コミュニ
ケーション活動も兼ねて、うどん教
室を開催しながら情報収集、主に
広報告知を実施しました。同年秋
口から開催に向けて準備していた
「日本一のキャンプファイヤー」を
翌年1月に開催。あの瞬間、7ｍ超え
の巨大キャンプファイヤーは日本一
の記録となったはずです。そして9
月、半年間にわたり準備したアオー
ネ白神十二湖クラフト展開催へ。町

深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）

内初ということで町内外問わず沢
山の方々にご来場いただき、翌年
の第2回開催へと繋がりました。私
の手は離れましたが、今後も長く続
くイベントに育ってほしいと願って
います。実はイベントを通して、災
害流木の有効活用にも取り組むこ
とができ、キャンプファイヤー時に
は焚き木として、クラフト展時には
椅子を製作し販売、また待合用ベ
ンチを作り、町内のバス停への設置
もできました。
　昨年春先、初年度から注目してい
た、ウェスパにあるモヤイ像に注目
し、既存の観光資源の掘り起こし
ができたらと考え、有志の方々の力
をお借りしながら、モヤイ像ねぶた
の制作、駅舎展示を実施しまし
た。新聞取材も受けたことで、町の
話題性に繋がってくれたかと思い
ます。今後、深浦町ねぶた祭り復活
へのきっかけとなれば嬉しいです
ね。同年５月には災害流木への更な
る取り組みとして、海岸清掃活動と
流木焚火を行う「Ｆ・Ｆ・焚火人」が
発足、始動します。
　11月まで風合瀬海岸で６回の清
掃を実施。終了後は、コーヒーブレ

イクをしながら流
木薪で焚火を楽
しむという、一風
変わった活動スタ
イルが話題とな
り、沢山の方々の
参加へ。夏には風

合瀬海岸での、知事との対話集会
「＃あおばな」へと繋がりました。
　12月の熱気球搭乗体験企画では
風との戦いに。世界遺産を見渡せ
るアオーネ十二湖の芝生を会場
に、３度目の正直で成功。素晴らし
い熱気球チームとの出会いとなり
ました。
　足早となりましたが、充実の３年
間、沢山の方々のご理解ご協力に
感謝いたします。私一人では何もで
きませんでした。みなさまとの出会
いがあってこその今。本当にありが
とうございます。次号でこの「進め
協力隊」も最終回です。
※報告会（昼食付）への参加は、準
備の都合上お申し込みが必要で
す。お申し込みは役場総合戦略
課・地域政策係　℡74-2122ま
で。なお、詳細は広報お知らせ版
をご覧ください。
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日
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で
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《１月末日現在》（　）内は前月比

深浦町の総面積　488.90㎢

　男 ……

　女 ……

　計 ……

世帯数

（　0）

（－5）

（－5）

（－1）

深浦町の人口と世帯

3,216人
3,582人
6,798人
3,484世帯

深浦町の人口と世帯

　
年
末
年
始
の
大
雪
が
嘘
の
よ
う
な
天

気
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
あ
の
大
雪
が

続
く
よ
う
だ
と
、
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
辛
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
と
て
も

あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
も
多

く
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

今
年
初
の
取
材
と
な
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た
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で
も
、

カ
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団
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に
よ
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３
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。
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付
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。
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こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

成
田
　
彩
叶
ち
ゃ
ん

な
り

た

い

と

（
広
戸
）
R
５
年
２
月
２
日

「
２
歳
お
め
で
と
う
！

　

い
つ
も
パ
パ
と
マ
マ
を
笑
顔
に
し
て

　

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

草
創
教
育
長
の

　
　
　「
今
月
の
一
枚
」

　
あ
の
時
、
言
い
た
か
っ
た
こ
の
一
言

　

学
校
は
、長
い
間
、多
方
面
か
ら
の
攻

撃
に
丸
腰
の
ま
ま
耐
え
て
き
ま
し
た
。非

常
識
な
言
動
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
ぶ
つ
け
て

く
る
保
護
者
等
も一向
に
減
り
ま
せ
ん
。

 

学
校
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ
か
ら
、何
で
も

言
っ
た
も
ん
勝
ち
だ
、と
本
気
で
心
得
違

い
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、私
が
直
に
応
対
し
た
事
例
と
、

せ
め
て
こ
う
言
い
返
せ
ば
よ
か
っ
た
と
い

う
後
悔
を
列
挙
し
ま
す
。全
て
事
実
で
す
。

　
【
事
例
①
】参
観
日
に
、ガ
ム
を
ク
チ
ャ

ク
チ
ャ
か
ん
で
る
ヤ
ン
マ
マ
に
、「
校
内

な
の
で
ご
遠
慮
下
さ
い
」と
さ
り
げ
な

く
注
意
し
た
と
こ
ろ
、ツ
ラ
ツ
ギ
Ｍ
Ａ

Ｘ
、鼻
穴
広
げ
て「
ハ
ア
ッ
？
」と
す
ご

ま
れ
、ビ
ビ
っ
た
私
。学
校
は
公
の
場

だ
と
い
う
認
識
が
全
く
無
い
。「
お
く

ち
、く
さ
い
ん
で
す
か
？
」と
挑
発
す

れ
ば
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
も
…
。

【
事
例
②
】連
絡
帳
に「
熱
が
高
め
だ
け

ど
、お
楽
し
み
会
だ
か
ら
、か
わ
い
そ

う
で
登
校
さ
せ
ま
し
た
。注
意
し
て
見

て
下
さ
い
」と
、厚
か
ま
し
い
お
願
い
。

怒
り
心
頭「
な
ん
で
登
校
さ
せ
た
の
。

あ
き
ら
め
さ
せ
る
の
が
親
で
し
ょ
！
」

と
、返
事
を
書
き
た
か
っ
た
…
。

【
事
例
③
】「
私
、マ
リ
ち
ゃ
ん
の
お
母

さ
ん
と
仲
が
悪
く
て
。来
年
は
一
緒
の

ク
ラ
ス
に
は
し
な
い
で
下
さ
い
な
」と
、

電
話
口
か
ら
聞
こ
え
る
猫
な
で
声
。

「
学
校
は
親
の
関
係
ま
で
カ
バ
ー
で
き

ま
せ
ん
！
」と
、受
話
器
を
ガ
チ
ャ
ン

と
置
き
た
か
っ
た
…
。

【
事
例
④
】遠
い
昔
、参
観
日
の
学
級
懇

談
で
、男
子
の
こ
ぜ
り
合
い
を
話
題
に

し
た
と
こ
ろ
、「
う
ち
の
子
は
見
て
い
た

だ
け
で
す
よ
ね
。い
つ
も
強
い
者
に
引

き
ず
ら
れ
る
子
な
ん
で
す
」と
弁
護
す

る
母
。「
そ
う
や
っ
て
育
て
て
し
ま
っ
た

親
に
こ
そ
問
題
が
あ
り
ま
す
！
」と
、

な
か
な
か
言
え
な
い
な
あ
…
。

【
事
例
⑤
】一杯
ひ
っ
か
け
て
、酒
の
勢
い

を
借
り
て
学
校
に
怒
鳴
り
こ
ん
で
き

た
お
祖
父
さ
ん
。（
そ
の
訴
え
は
省
略
）

「
教
育
委
員
会
さ
シ
カ
ヘ
ル
は
ん
で
な
。

い
い
ん
だ
べ
」と
迫
る
。こ
の
手
の
輩
は

意
外
と
多
い
。「
上
に
訴
え
る
」と
か

「
出
る
所
に
出
る
」と
か
、言
い
方
は
微

妙
に
違
う
が
、学
校
が
慌
て
て
要
求
を

の
む
と
考
え
る
、そ
の
根
性
が
あ
さ
ま

し
い
。「
ど
う
ぞ
、ご
自
由
に
。教
育
委

員
会
は
理
不
尽
な
要
求
か
ら
学
校
現

場
を
守
る
の
が
役
目
で
す
か
ら
」と
、

タ
ン
カ
を
切
り
た
か
っ
た
…
。

　
以
上
、ま
だ
言
い
足
り
な
い
の
で
、そ
の

う
ち
第
二
弾
を
。乞
う
ご
期
待
。（
笑
）

（
教
育
長　
草
創　
文
人
）

じ　
い

や
か
ら

「センス　オブ　ワンダー　
　　　～雪のファンタジア～」

青い鳥保育園

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

にしざき け いくん（4さい）

しまかわ まさむねくん（4さい）

さかもと る なさん（6さい）

しちのへ み ら いさん（4さい）

にしざき な ぎくん（3さい）




